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要　旨

近年の計算機能力の増大並びに最適化技術の発展に伴い，

各種システムに最適化技術を適用して，業務の合理化・効

率化を図る動きが顕著になっている。しかし，実用システ

ムへの最適化技術の適用に際しては，問題規模に起因する

“演算時間の増大”と“計算の不安定化”が大きな課題となっ

ている。このような背景から，連続変数に関する大規模な

非線形最適化問題を高速・安定に解くための，一般二次計

画問題（二次以下の目的関数及び二次以下の制約条件から

なる最適化問題）の求解アルゴリズムの開発を行った。開

発手法の特徴は，従来有力な最適化手法として知られてい

る内点法と有効制約法を，それぞれの長所を生かすように

融合した点にある。これによって求解処理の高速性と安定

性が大きく向上した。

具体的には，大規模な最適化問題の一つである電力シス

テムの経済負荷配分問題（注1）を対象に，商用パッケージ

（最も高速・高性能と評価したものを使用）との比較実験を

行った結果，開発手法が商用パッケージに比べ約10倍の高

速な求解性能を示すことが明らかになった。この開発によ

って，従来適用が困難であった分野へのより広い最適化技

術の適用が可能となるとともに，すでに最適化技術を適用

している既設システムについても，高速処理による更なる

業務効率の向上が可能となった。
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内点法と有効制約法の融合
（内点法をベースに有効制約法
の求解戦略を統合）
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：等式制約の定数項を表すスカラ

：目的関数，等式制約の一次係数を表す列ベクトル

：目的関数，等式制約の二次係数を表す行列

：変数xを要素とする列ベクトル（右肩のTは転置を表す）
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初期点x0から出発し，実行可能領域内で
探索点をたどり，最適解x*に至る繰り返し
探索過程（内点法）で，上下限制約に接近す
る変数を動的に固定／解除（有効制約の推定）
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開発した改良内点法による最適解探索過程の特徴を示したイメージと，開発ポイントを説明した図である。内点法では，制約条件からなる実
行可能領域内で，目的関数値を減少させる方向へ繰り返し探索点を生成する演算が実行される。有効制約法は，変数の活性な上下限制約（有効
制約）をあらかじめ仮定して解を求め，解が最適性条件を満足するまで有効制約の仮定の見直しを反復する手法である。開発手法では，上下限
制約に接近する変数がある場合に，これを有効制約とみなして変数を上下限値に固定し，ある条件で固定を解除する動的な制御を行う点に特徴
がある。

開発手法による探索イメージの説明図
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（注１） 各種の機器制約・運用制約を満たし，燃料コストが最小と
なるように多時刻にわたる複数発電機の出力を決定する問
題（最大５万変数，２万制約式）


